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１．概要（Summary） 

現在リチウム二次電池は, 多くのデバイスに用いられて

おり, 電池の正極と負極との間にはショートを防ぐために, 

高分子膜を用いたセパレータが用いられている. 今回こ

のセパレータの機能向上を目的として, セパレータ表面

に, スパッタ装置を用いた様々な厚さの Al 薄膜の導入を

行った. 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

イオンビームスパッタ装置 

 

【実験方法】 

Si 基板上にセパレータをカプトンテープで固定し, そ

の上に 0, 5, 15, 50 nmの膜厚で Al一層を成膜した。イ

オンビームスパッタの条件としては、到達圧力 6.5×10-4 

Pa 以下、Ar 圧力 5.2×10-2 Pa とし、Ar ガス流量は 15 

sccm とした。950 V、80 mAのビーム条件の下、室温で

成膜した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

 セパレータ上に厚みの設定を変えて Al スパッタを行っ

た。 セパレータ上 Al層の表面の色の違いを Fig. 1に示

す。 
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Fig.1 Separator sputtered with Al 

(From the left, 0, 5, 15, 50 nm of Al layer 

thickness) 

 

 

色の違いによって厚さの違うAl層が成膜できていること

が示唆された. またこの Al スパッタを行ったセパレータを

二次電池内に導入した際にも, 電池として動作することが

確認された. 機能向上に向けた調査としては現在調査中

である. 
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